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科目名

（科目番号）

永野克人・他

コミュニケーション演習
(外部講師：マイナビ担当者)

臨床実習の目的と学習内容
(外部講師:筑波記念病院金森先生)

到達目標：臨床現場で必要な言葉遣いや挨拶，立ち振る舞い，接遇について理解する
学習内容：敬語の使い方や基本的接遇について，外部講師を招き学習する

授業概要

準備学習 毎回の授業の到達目標と学習内容を十分に理解しておくこと。

一般の人にとって、容易に理解できない仕事に従事する専門職には、一定の資格・免許などにより特別な地位と独
占性が認められ、それゆえ職業倫理の確立と尊重が求められます。理学療法士も公益性、道徳性、専門性が強く求
められる専門職（プロフェッション）です。2年次より臨床実習が行われますが、患者らと学びを共有するうえで
もプロフェッショナリズムは大切であり、本科目において理学療法士になるための礎を学びます。

到達目標・学習内容

理学療法学科における学び
と将来の展望

リハビリテーションとチー
ム医療

到達目標：多職種連携とチーム医療を成功させるには何が必要かを理解する
学習内容：小グループで多職種連携の形態とチーム医療を成功多職種連携の形態と
チーム医療を成功させるためには何が必要かのまとめを発表する

到達目標：教員や上級生・下級生との交流を通じて、理学療法学科での学びを明確にし、以降の大
学生活につなげる。
学習内容：学生および教員による自己紹介や理学療法学科における学びについて討議する

到達目標：臨床実習の目的、学習目標、実習の心構えを理解する
学習内容：臨床実習の目的・心構えについて，現場で活躍する指導者を招き学習する

別紙記載(時間割参照）

時間割表参照教員名
理学療法ｾﾐﾅｰⅡ

リハビリテーションとチー
ム医療

到達目標：教員や上級生・下級生との交流を通じて、理学療法学科での学びを明確に
し、以降の大学生活につなげる。
学習内容：理学療法学科における学びと自身の将来について討議Iする

理学療法教育の中での臨床
実習

到達目標：理学療法士のプロフェッショナリズムを理解する
学習内容：小グループで理学療法士のプロフェッショナリズムのまとめを発表する

到達目標：「理学療法業務」と「チーム医療」について理解する。
学習内容：見学実習で学んできた「理学療法業務」、「実習先施設の役割や対象とする患
者の特徴」、「チーム医療」について、グループの意見を集約し、発表の準備を行う。

理学療法教育の中での臨床
実習

到達目標：患者中心の医療について理解する
学習内容小グループで患者中心の医療について討議し、まとめる

到達目標：教員や上級生・下級生との交流を通じて、理学療法学科での学びを明確に
し、以降の大学生活につなげる。
学習内容：理学療法学科における学びと自身の将来について討議Iする

到達目標：「理学療法業務」と「チーム医療」について理解する。
学習内容：見学実習で学んできた「理学療法業務」、「実習先施設の役割や対象とする患
者の特徴」、「チーム医療」について、発表を行う。

到達目標：患者中心の医療について理解する
学習内容小グループで患者中心の医療についてのまとめを発表する

到達目標：理学療法士のプロフェッショナリズムを理解する
学習内容：小グループで理学療法士のプロフェッショナリズムを討議し、まとめる

理学療法学科における学び
と将来の展望

教員からの
メッセージ

PT・OTビジュアルテキスト理学療法概論
令和7年度見学実習の手引き

適時提示する

講義は各週で開催します。必要な資料等を忘れないようにしてください。
オンライン授業に伴い授業計画に変更がある場合は、オンラインクラスで変更のシラバスを周知します。
本科目は，一般病院，老人保健施設，訪問看護ステーションなどで理学療法士として実務経験を有する教員が
担当します。

参考図書

羊土社
つくば国際大学

庄本康治　編集
理学療法学科　著

教科書

対面時：課題レポート（100%）により評価する
オンライン時：課題レポート（100%）により評価する

プロフェッショナリズムを
考える

プロフェッショナリズムを
考える

患者中心の医療を考える

目的・目標
目的：理学療法士に必要な道徳性や専門性、協調性を身につける。
目標：理学療法士の役割と責任について理解し、理学療法士を目指す学生としての振る舞いや態度、チーム
ワークが行える。

授業項目

オリエンテーション

医療人としての素養

授
業
計
画

理学療法学科における学び
と将来の展望

患者中心の医療を考える

成績評価の
方法・基準

到達目標：理学療法セミナーⅡの目的，学習目標，学習内容を理解する
学習内容：理学療法セミナーⅡの目的，学習目標，学習内容について学習する

到達目標：医療に関わる人としてのプロフェッショナリズムを理解する
学習内容：専門職の態度である公益性・道徳性・専門性について学習する

到達目標：多職種連携とチーム医療を成功させるには何が必要かを理解する
学習内容：小グループで多職種連携の形態とチーム医療を成功させるためには何が必
要かを討議し、まとめる


